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崎
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石
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珠
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三

井
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上
町
野
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南
志
見
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西

海

郷

直

郷
三

崎

郷

コ
ウ富

木

院

鎚

打

郷

浅

井

庄

久

江

保

四

柳

保

一

背

庄

吉
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保
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師

保

南

三

郷

高

行

保

八

回

郷

熊
菅
島
庄

阿

帰

郷

南

北

郷

穴
水
郷
内

大

屋

庄

山

田

郷

中
町
野
郷

若

山

庄

飯

田

郷

藤

懸

郷

金

丸

保

小
田
中
保

酒

井

保

高

田

保

三

引

保

北
三
郷
内

中

山

郷

矢

田

郷

奥

原

保

飯

川

保

櫛

比

庄

七

浦

庄

河
原
田
郷

諸

橋

郷

下
町
野
郷

木

邸

郷

E
院

郷

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
イ
ン
光
照
院
長
越
翻
の
女
に
し

て
前
回
利
常
に
養
は
れ
た
某
嫡
.
の
法
捜
。

ゴ
ウ
シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
郷
底
零
ご
加
。
天
保
六
年

五
十
嵐
篤
好
著
。
上
容
は
郷
庄
保
の
名
義
・
起
因
を

論
じ
、
下
容
は
加
賀
務
領
内
十
こ
郡
の
郷
庄
・
脇
村
・

腸
宿
の
名
を
事
げ
、
古
郷
庄
の
今
制
問
え
た
も
の
を
も

載
せ
て
あ
る
。

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
鹿
昌
寺
金
禄
箆
町
に
在
っ
て
、

幽
玄
山
と
観
し
、
曹
洞
宗
に
臆
す
る
。
貞
享
二
年
の

醤
上
に
、
慶
安
二
年
林
道
が
盟
屋
町
に
建
立
し
、
露

支
十
年
命
に
よ
り
寺
地
を
今
の
厨
に
移
し
た
と
あ

F円
以
に
ド
叫
し
汀
F

H

a

-

L

る。

の
践
を
躍
し
た
が
、
八
年
椴
徒
出
願
し
て
金
海
野
田

寺
町
翠
雲
寺
を
そ
の
跡
に
移
し
た
。

コ
ウ
ジ
ヨ
ウ
ジ
奥
海
寺
石
川
郡
上
縞
増
の
内

に
あ
る
地
名
で
、
古
へ
こ
L
に
同
名
の
寺
が
あ
っ
た

と
い
ひ
‘
そ
の
屋
敷
跡
は
今
問
地
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ゴ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
事
鋸
寺
江
沼
郡
大
型
寺
町
、
法

務
坊
に
あ
っ
て
、
提
宗
東
波
に
臨
す
る
。

ゴ
ウ
シ
ョ
ウ
ワ
ケ
ム
ラ
ヅ
ケ
チ
ョ
ウ
郷
庫
分
村

附

帳

J

サ

y
y
ユ
ウ
ゴ
ウ
Y
ヨ
ウ
ワ
ケ
ム
ラ
グ
ケ

チ
ョ
ウ
三
州
郷
庄
分
村
附
帳
。

コ
ウ
シ
ン
カ
ガ

εジ
ュ
ウ
イ
チ
ヤ
ア
ダ
ウ
チ
孝

信
鏡
+
一
屋
仇
討
J
カ
ガ
ハ
プ
タ
ヘ
加
賀
羽
二

置
。

コ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
庭
勝
寺

て
、
鑓
宗
東
波
に
園
す
る
。

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
タ
鹿
照
寺

て
、
提
宗
東
源
に
昆
す
る
。

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
光
照
寺
羽
咋
都
杉
野
屋
に
在

っ
て
、
興
宗
商
標
に
屈
す
る
。

コ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
光
照
寺

mm咋
部
上
山
に
在
っ

て
、
提
宗
東
源
に
毘
す
る
。

コ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
光
照
寺
珠
洲
郡
疋
院
に
在
っ

て
、
鋸
宗
束
波
に
鴎
す
る
。

コ
ウ
シ
ョ
ウ
タ
光
稲
寺
鹿
島
郡
黒
崎
に
在
っ

て
、
興
宗
東
涯
に
毘
す
る
0

・

コ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
高
照
寺
珠
洲
郡
寺
祉
に
あ
っ
一
コ
ウ
シ
ン
カ
ン
鈎
深
館
加
賀
滞
の
批
猫
館
で

て
、
提
言
宗
に
属
す
る
。
貞
享
の
欝
上
に
、
『
蛍
寺
関
一
は
航
海
・
澗
取
等
の
感
術
を
も
諦
じ
た
が
、
文
久
二

謀
者
版
図
上
入
、
夫
書
元
年
草
創
之
地
、
七
堂
伽
藍
一
年
に
辛
一
h
J
、
長
州
の
入
戸
倉
伴
八
郎
を
聴
し
て
、
務

之
腕
。
鎮
守
者
一
宮
櫨
現
零
之
跡
、
祉
顕
故
坊
舎
敏
一
士
大
坪
岩
次
郎
ハ
後
世
慣
〉
・
洞
越
良
輔
ハ
初
め
内
山
霞

多
有
之
、
寺
社
領
間
八
町
附
束
。
宮
寺
先
代
者
、
龍
一
太
郎
叉
は
角
良
輔
〉
と
共
に
教
授
の
任
に
嘗
ら
し
め
、

州
奥
南
部
奨
言
一
宗
之
僧
侶
令
集
曾
、
瀬
頂
説
法
談
一
叉
同
年
以
後
述
り
に
艦
舶
を
購
入
し
た
が
、
務
は
之

之
地
に
而
有
之
に
付
、
談
議
所
共
脱
巾
候
。
』
と
見
一
を
操
縦
せ
し
め
る
鑓
、
自
ら
機
関
手
等
の
養
成
を
要

え
、
能
R
R
名
跡
志
に
は
、
『
高
照
寺
と
い
ろ
て
鰐
宗
あ
一
す
る
こ
と
L
な
り
、
明
治
二
年
志
願
者
を
募
集
し
て

り
。
昔
は
行
本
一
帯
磁
の
開
基
に
て
.
毛
堂
伽
踏
の
大
一
そ
の
製
校
や
・
鈎
深
館
と
稽
し
た
。
本
館
は
、
後
に
西

寺
也
。
今
も
作
仰
多
し
。
門
前
の
聞
の
申
に
白
均
丘
一
町
軍
艦
所
内
に
移
帥
押
し
、
遼
に
艶
じ
て
洋
算
専
門
の

の
舗
が
箸
を
き
し
て
生
へ
し
と
云
て
、
移
の
大
木
あ
一
研
究
所
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
止
せ
ら
れ
た
年
周
は

り
。
技
毅
異
な
る
木
也
。
能
脅
の
一
本
移
と
い
へ
一
静
か
で
な
い
。

・

り

。

』

と

あ

る

。

一

コ

ウ

シ

ン

キ

コ

ウ

甲

辰

絶

行

有

海

貞

幹

の

箸

。

コ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
高
勝
寺
珠
洲
郁
須
須
紳
祉
の
一
江
戸
か
ら
金
仰
に
荒
る
紀
行
で
、
甲
援
は
天
明
四
年

別
笛
で
高
座
山
と
蹴
し
、
寛
弘
元
年
良
諮
の
草
創
と
一
で
あ
ら
号
。
こ
の
文
往
々
一
限
っ
て
木
下
貞
斡
の
作
と

い
ひ
、
不
動
明
王
そ
本
館
と
し
た
。
能
稜
名
跡
窓
に
、
一
せ
ら
れ
る
が
、
鎚
永
年
間
富
士
山
噴
火
の
こ
と
を
記

『
別
館
高
勝
寺
は
突
台
宗
に
て
、
講
堂
・
観
脅
堂
・
阿
一
し
て
あ
る
か
ら
、
元
隊
十
一
年
に
麗
し
た
照
庵
貞
幹

踊
陀
蛍
・
備
制
捜
・
客
殿
・
陣
裳
立
並
び
て
、
奥
部
の
大
一
と
交
渉
せ
.
さ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
0

・

寺
也
。
』
と
見
え
る
。
明
治
元
年
前
倒
混
街
禁
止
の
一
コ
ウ
シ
ン
タ
仰
信
寺
羽
咋
郡
柳
瀬
出
に
在
つ

後
、
住
取
は
復
節
し
て
高
山
勝
貞
と
稽
し
、
高
勝
寺
一
て
、
提
宗
東
波
に
臨
す
る
。
明
治
七
年
入
居
間
都
新

河
北
部
御
門
に
在
つ

関
至
郡
定
麗
に
在
つ
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二
九
四

保
か
ら
今
の
既
に
移
っ
た
。

コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
時
心
蕗
加
賀
務
の
老
臣
奥
村

腐
砲
の
別
壁
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
は
涯
賃
の
金
探
闘

に
奥
村
因
幡
下
邸
の
綬
き
に
奥
村
因
幡
諦
地
と
恕
し

た
厨
な
る
べ
く
、
石
川
郡
問
弁
の
村
地
で
浅
野
川
に

近
い
。
寛
文
十
二
年
に
成
っ
た
林
鷲
障
の
跡
心
舵
記

が
あ
る
。

コ
ウ
シ
ン
ヅ
カ
庚
申
塚
金
棒
卯
医
山
に
詑
っ

た
。
天

E
申
越
前
の
朝
倉
義
景
が
授
精
し
た
時
、
そ

の
家
士
掴
左
近

E
之
は
織
岡
信
長
の
軍
に
捕
へ
ら
れ

て
尾
州
に
入
獄
し
た
。
時
に
左
涯
の
母
は
、
義
mM
の

鎮
守
背
面
金
剛
寧
に
祈
念
し
た
鑓
で
あ
っ
た
か
、
民

申
の
夜
鍛
疋
の
猿
が
来
て
獄
舎
を
破
り
、
左
近
そ
脆
・

出
せ
し
め
た
。
左
廷
後
剃
饗
し
て
箆
醗
訪
と
稽
し
、

か
の
背
面
金
剛
隼
を
資
し
て
加
賀
に
京
越
え
、
茶
臼

山
に
堂
宇
を
建
て
L
之
を
砲
台
、
そ
れ
を
庚
巾
蛍
と

い
う
た
と
偲
へ
る
。
こ
の
庚
申
堂
は
城
中
か
ら
の
目

障
り
と
な
る
を
以
て
、
元
和
二
年
三
間
道
に
移
っ
た

が
、
卯
辰
山
の
謹
地
に
は
永
〈
庚
申
塚
の
名
を
偲
へ

た。
コ
ウ
シ
ン
ド
ウ
庚
申
堂
金
裸
馬
場
に
あ
っ
て
、

回
融
寺
の
庚
申
堂
と
も
帝
種
夫
と
も
い
ひ
‘
有
名
な

も
の
で
あ
っ
た
。
信
仰
者
は
小
鎚
を
携
へ
来
り
、
之

を
備
へ
て
一
耐
寒
す
る
に
簸
験
著
明
で
あ
る
と
い
は
れ

た
。
そ
の
陶
絡
は
火
災
に
躍
っ
て
明
ら
か
で
な
い
。

ヨ
ウ
ジ
ン
パ
ナ
荒
紳
鼻
鹿
島
郡
能
菅
島
の
東

南
に
あ
っ
て
、
小
口
瀬
戸
の
商
端
に
突
出
す
る
。
荒

跡
鼻
の
東
方
に
は
日
出
J
崎
の
皆
、
西
方
に
は
一
一
穴

の
綿
聞
が
あ
る
。
地
闘
に
は
荒
跡
鼻
を
小
泉
崎
と
し
て

跨
る
。コ

ウ
シ
ン
マ
チ
庚
申
待
務
政
の
頃
庚
申
の
笛

夜
寝
ね
ず
し
て
徹
夜
す
る
こ
と
で
、
御
家
で
は
背
商

金
剛
隼
を
記
り
、
前
遣
で
は
猿
田
彦
を
記
る
の
で
あ
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